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< 電池の容量について > 



メインスイッチを LOCK から ON にすると、 
自動的に電池容量のチェックが行われ、 
ボディ表示部じ表示します。 

<!«■ 点な (4 秒間） 

電池容量は十々です。 

C ■点灯 (4 秒間） 

新しい電池を準備することをおすすめします。 
じ■おミ咸 

新しい電池と交換してください。 

じ■点滅 • bflt と点な 
シャツターは 切れません。 
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取り付けで _ 

ボディキャップ、レンズの後ろ 
キャップを外します。 


レンブとカメラの2つのホい点 
(マ ウント標点）を合わせてはめ 
込み、カチッと音がするまで矢印 
方向に回します。 


取り外し方 _ 

メインスイッチを LOCK にし、 
レンズ交換ボタンを押したまま、 
レンブを図の方向に止まるまで回 
し、取り夕 i ■します。 


















入れ方 （DX コード付のフイルムをお使いくださし、。フイルム感度は自動的に設定されます。） 



裏ぶた開放い《一を下げて、裏ぶ 
たを開けます。 



フイルムを図のように入れ、フイ 
ルムがたるまないようにフイルム 
容器(パトローネ）を押えながら、 
先端をホいマークに合わせます。 






裏ぶたを閉じ、メインスイッチ 
を ON にします。 

•フイルムが自動的にをき上がり、フイル 
ムカウンターが" 1" になります。 
■フイルムが正しく送られてない場合、フイ 
ルムカウンターは" 0" のまま点ミまします。 
もう一をやり直し r - - 

、ください。 I S.JJ 
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フイルムが終了すると自動的に 
巻き戻しが始まります。フイル 
ムカウンターが" 0" になり、 
Q が点滅したら、裏ぶたを開け 
て、フイルムを取り出します。 


:;フイルムを途中で取り出したいときは-. ■> 


底面の途中巻き戻しボタンを、 
ボールペンなど先の細いもので押 
します。 
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メインスイッチを ON にし、プロ 
グラムセットボタンを押します。 

■プログラムセットボタンを押すと、カメラは 
全自動のげ態になります (29 ぺージ参照)。 


•カメラがかしでもおぐと、ぶれた写真に 
をりやすいので、カメラをしっかりと構 
えてください。. 


被写体が中央にないときにピントを合わせるには 

(フォーカスロック） f 

巧写かが面面の中央にな <、 [] からかれた構図で巧をしたし、とき、に{下の方るで巧 
をしてくださし、これを、フオーカスロック掩寅といいます。 m 



ピントを合わせたいものに [] 

を合わせ、シャツターボタンを半 
押し*してファインダー内表示が 
み》から•に変わることを確認し 
ます。 


シャツターボタンを半ホ甲ししたまま 
撮りたい構図にして撮景ミします。 

•♦が点灯しないとき(被写体が動いていると 
きなど）は、フォーカスロックはできません。 


* シャツターボタンの半押し 

シャツターボタンを轻く押すと、途中でかし止まるところがあります。この使用説明書では、 
ここまで押すことを半押しと呼んでいます。 


• AF ズーム Xi レンズの場合、ズームリングを手前にひくことによってもフォーカスロックがで 
きます。詳しくは、レンズの使用説明書をご農ください0 
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イメ ージサ If 又ロックは、近づいてくるみ昏ががほぼ巧じ夫をさ1 
にズーミングする钱能です。 AF ズーム Xii # ンズ使用時に镇きます, 


力ードホルダー内のセルフタイマ 
-/ 巻き上げモードボタンを押し 
ます。 

•ボタンを押すごとに、ボディ表示がじ{下の 
ように切り替わります。 

(1 コマ撮影）（セルフタイマー撮影）（ま続撮影） 


被写体の大きさが撮影したい大き 
さになるところでレンズボタンを 
押し、そのまま被写体が希望の位 
置にきたところで撮影します。 

•近づいてくる被写体にがして、自動的に広 
ち側へズームします。なるべく、望遠彻 J で 
大きさをみめてください。 

■イメージサイズロツクが働いているときは 
ファインダー内に"; SL 日〇”が表示されます。 
シャツターボタンを半押しするとシャツタ 
-速度と絞り値の表示じなります。 

■レンズボタンを押している間、ズーミング 
を続けます。 


セルフタイマー撮景ミ 


セルフタイマーを選び、ピントを合 
わせシャッターボタンを押し込みます 0 
•ボディ表示部の公が点巧し、約10秒後に撮影 
されます。 

■拒影直前にフラッシュが下がつたまま3回 
化ります。フラッシュ撮影の場合は、スタート 
と同時に下がり、撮影時に再び上がります。 
■掲影巧、セルフタイマーは自動的に解除されます。 


C nn 

Duu 


■シャツターボタンを押し込んだ後に、セルフタイマー撮影を巧除したいときは、メインスイツチ 
を LOCK にしてください。 


腸最影 


■レンズボタンを押したときにた{下のようを場合はイメージサイズ 
そのときの表示はホのようになりま•す。 


連続撮影を選びます。 

•シャッターボタンを押し込んでいる間、連続して撮影されます。 


ロックが截きません0 

•被写かが遠すぎて小さすぎるとき I…"ド □巧 I 

'•レンズが広ち (50mm な下)のとき * … ■ 

•ピント合わせができないとき I ~~ ミがふ：- 三 

■連続巧を中 （ シャッターボタンを押し込んでいるとき)は、イメージサイズロックは衝きません。 
シャッターボタンを巧し込んだときの焦点距離で固をされまず。 



撮影モードを選んで描导を変えてみましよう 

同じシーンでもシャツターま巧ゃ巧りををえると写真の描覃^1^わリます〇 #をモ-ド 
ををえることで、シャツターまちと巧り値のどちらか—方を、あるい曲面方を自をでみ 
めることができます。 

撮影モードの変更 


藏藥 

ぶ 

イ メージ シフト_ 

P モードのまま一時的に絞りやシャツター速度を任意に選んで撮影することができます。こ 
の機能をイメージシフトと呼んでいます。選んだ絞り値やシャツター速度は、カメラを構 
えてファインダーをのぞいている間は保持されています。ファインダーから目を離して、 
シャツター速度と絞り値の表示が消えたらもとの P モードに戻ります。 



ファンクションボタンを押しなが 
ら、シャツター速度設をレバーを 
操作します。 


レンズ;方向 



レンズと反が方向 


P (プ□グラム AE ) モード 

カメラが自動的にシャッターま度と絞り値の組み合わせをミ夹めます。 

イメージシフト （12 ぺージ参照)ができます。 

A (絞り優先 AE ) モード (13 ぺ-ジ参照） 

ポートレート撮をなど、絞りの効まをまかして、背景のぼけ具合いをコントロールしたいとき 
に使います。撮影者が巧みの絞り値を選ぶと' カメラが自動的にシャツター速度をミ夫めます。 



Pa 


□ <a_ 


Pa シフト 

(自分で絞り値を選びます） 
ファインダー表示を見ながら 
絞り値設定レバーで希望の絞り 
値を選びます。 


PS シフト 

(自みでシャツター速度を選びます） 
ファインダー表示を見ながら 
シャツター速度設定い《一で希■望 
のシャッター速度を選びます。 


S (シャツ ターま度優先 AE ) モード (13 ぺージ参照） 

スポーツ撮影など、シャッター速度の効まをまかして、巧写がの動きを表現したいときに巧 
います。撮影をが巧みのシャッター速度をホめると、カメラが自動的に絞り値をホめます。 

M (マニュアル）モード (14 ぺージ参照） 

撮影者がシャッター速度と絞り値の両ホをホめます。フラッシュメーターなどを化の露出 
計で計った値で撮影することができます。 


I フラッシュ撮影のとき{ファインダー内にがが点なしているとき）は、イメージシフトはでき 


ません。. 

• 被写体が巧るすぎる、または.暗すぎる場合は、.をり値またはシャツターま度表示が点巧し、 
それた{上シフ'卜できません。イの場合、点’滅しなくなるようじを方向に巧シフトを巧って 
ください。 
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A モ-ド撮影 _ 

小さし、絞り値(開放側)にすると、背景をぼかした美しいポートレートを、大きい絞り値(最 
小なり側)じすると、奥行きのある風景など背景までピントの合った写真が撮れます。 


A モードにします (11 ぺージ参照 )0 

絞り値設定レバーを揉作して希望 
の絞り値を選びます。 

•上方向に動かすと小さい巧り値に、下で向 
に動かすと大きし、絞り値になります。 


S モ-ド撮影 _ _ 

をいシヤツターま度にすると、動いている被写体をシヤープに写し止めることができ、遅いシヤ 
ッターま度にすると、被写体の動きをぶらして流れるような動きを表現することができます。 




S モードにします (11 ぺージ参照 )0 



シャツター速度設をレバーを操作 
して、希望のシャッター速度を選 
びます。 


•レンズの方向に動かすと低速に、反巧方向 
に動かすと高まになります。 
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Mi - ド撮影 _ 

イ M モードにします (11 ぺージ参照)。 

絞り値設定レバーを操作して、 
希望の絞り値を選びます。 


シャツター违度設定 レバー を操作 
して、希望のシャツター速度を選 
びます。 


<カメラの測が直を目安にしたいときは.. ■> 

ファインダーでに TF のように 
露出をお知らせします。 

UTF のようにすると適正養出になります。 

シャッター速度を変更する場合は、►または◄のモ 
向に、絞り値を変更する場合は、►の場合は下方向 
じ、◄の場合は上方向にレバーを動かしてくださし、。 
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!" r ‘‘‘ ぃ ’ 却 F i 賢 

巧をモードを選んで描写ををえてみまし 



長時間露光(バルブ)撮影 _ 

M モードでは、シャツターを度を" fauLb ” にすることができます。 
このとき、シャツターボタンを巧し込んでいる間露光が続きます。 


^buL b 5-B* 

M dQ-J 


◎ 



• ^ に取り付けて渴 i ? することをおすすめします。また/りモー 
'トレリーズターミナルにリモートコード RC -1000 S / L (別売）を 
取りがければ、カメラぶれを巧:ぐことができます。力ードホル 
ダーを開けて、リモートレリーズターミナルのふたを取りタルてく 
ださい。 
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スポット測光フレームを測りたい 
被写体に重ね、スポットボタンを 
押します。 

•ファインダー内に〇が点灯します。 




スポットボタンを押したまま撮影 
します。 

• スポットボタンを押している間、スポット 
測光値は固をされています。 



•フラッシュ拖をのときは、スポット溯ホボタンそ押しをがら提影するとスロー.シンクロ撮 
をになります (21 ぺージ参照)。 


16 






















m 


m 









ファンクションボタンを押しなが 
ら、絞り値設定:レバーを操作しま 
す。 

• -4から+4まで 0.5 ステップごとに設を 
できます。 

■設定中はボディ表示部とファインダーかこ、 
設をした露出補正値が表示されます。ボ 
タンを離すと、田または曰の表示が残り 


P モードフラッシュ撮景ミ 

ボディ表示部にがでているときは、フラッシュが'丘、要なときは自動的に内蔵フラッシュが 
上がりフラッシュ撮影になります。 

■フラッシュ撮影になるときは、ファインダー内じがが点灯します。4が点灯すると充電が 
完了しているので、撮影できます。 


<強制的にフラッシュ撮影するには> 


露出桶正中であることをお知らせします。 

◎ 

•竜お補正を解除する場合は、養出補正值を〇にしてください。 



フラッシュボタンを巧しながら 
撮影します。 



<フラッシュ撮影を禁止するには> 

フラッシュボタンを押しながら、 
シャッター速度設定レバーを操作 
して、ボディ表示部の J ；) を消し 

よ9 〇 

•もう一度フラッシュボタンを押すと自動発 
光に戻ります。 
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liSi 胃;！®疆覇 S 幾 MiilfB 擊3111 胃 IS ■神 靜誦!胃!! 

'；；'| <''内底おッシュを接って* B&S ましょう 


A 、 S 、 MS — ドフラッシュ撮影 


目 がホく写るのを鞍成するために（フラッシュプリ発光) 



フラッシュボタンを押してフラ 
ッシュを上げます。 

•ボディ表示部に4が、ファインダー内には 
がが点灯します。 

•もう一度巧すとフラッシュは下がり、フラ 
ッシュ撮影禁止になります。 

• S モードフラッシュ撮影の絞り値とシャッ 
夕一を度の組み合わせは P モードと同じに 
なります。自々の巧みのシャツターま度を 


設定することはできません。 

• Mi - ドフラツシユ撮影で設をできるシャツ 
夕一速度は、1/90秒より遅いま度です。 


暗いところで人物をフラッシュ撮影する場合、フラッシュ光が目の中で反がすることによつ 
て、まれに目がホ〈写ることがあります。内なフラッシュ撮影では、撮影の直前に小光量の 
フラッシュを発光(プリ発光）させることによって、この現まを程ミますることができます。 



力ードホルダー内のプリ発光ボタ 
ンを押すごとにプリ発光あり、な 
しが切り替わります。 

プリ発化なし プリ発化あり 

[m P □ 山」 ■ 冲 m Pd 0_」| 

•内蔵フラッシュを禁止している場合は設を 
できません。 


色！ 

•内蔵フラッシュは自動的に下がりをす。 

■'メインスイッチを LOCK にしたとき 

• グリップセンサーから完全に手を離したとき嫩4秒後 ） （P モード） 
■フラッシュが上がったまま発かせずに撮影した巧 （P モード） 
•プログラムセットボタンを押ムたとき 


焦点距巧 

がり値 

28 ( mm ) 

80 ( mm ) 

2.8 

1.0 〜 5.0 (10) 

1.0〜 6.1(12) 

4 

1.0 〜 3.5 (7.0) 

1 .0-4.2 (8.5) 

5.6 

1.0 〜 2.5 (5.0) 

1.0〜 3.0 (6.0) 


フラッシュ撮景ミの距離 _ 

フラッシュホの届く範囲は、レンズの焦点距離や絞り値、フイルム感度によって異なりま 
す。内蔵フラッシュでの撮影距離は L ソ下の表を目をにしてください。フラッシュホが十分 
届いた場合は、撮影を、ファインダー内で>が点滅します。 

內蔵フラッシュの撮影距離 （ m ) 


に0100のときの値です。く ）內はに0400のときの遠側の距難です。 
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3500 Xi を ON にし、カメラに取り 
かけます。 


カメラの 力ー ド ホルダー 内のプリ 
発光ボタンを押して、表示部に 
t ちを交互点滅させます。 

• 3500 Xi は背面のワイヤレス表示が点灯 
します。 


3500 Xi をカメラから取り夕 f し、そ 
れぞれの位置に配置します( 22 ぺ- 
ジ参賊。 

■ 3500 Xi に付属のスタンドを取り巧けると、 
テーブルの上などに置くことができます。 




3500 Xi の AF 捕助光または背面の 
ちの点滅とファインダー内の巧の 
交互点滅でフラッシュの充電を確 
認します。 

•巧扇フラッシュは、グリップを持ってファ 
インダーをのぞく、あるいは、シャッター 
ボタンを半押しすると自動的に上がります。 

カメラのスポットボタンを押し、 
3500 Xi が発光することを確認し 
ます（テスト発光)。 

■ファインダーをのぞいているときは、テス 
卜発光はできません。 



もう一度、両方のフラッシュの充電を確認し、撮影します。 

•ワイヤレスフラッシュに設定しているときは、 P モ-ドでもをにフラッシュ撮影になります。 


◎ 

•カメラのフうッシュボタンを巧しながら撮影すると、カメラの巧おフラッシュも発光し、 
3500 Xi と巧栽フラッシュの光量比を2 :1じずるワイヤレスフラッシュ播^ができます。 
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11 liSIlSI 

ワイヤレスフ’ 



<ワイヤレスフラッシュの解除> 

•プリ発光ボタンを押します (3500 Xi を付けていないときでも巧除できます)。また、メイン 
スイッチを LOCK にすると、々に ON にしたときには解除されています。 

•ワイヤレスフラッシュを一時的に解除したいときはフラッシュボタンを押しながら、シャ 
ッターを度設をレバーを操作して ( 交互点滅）を消します。もう一度フラッシュボタンを 
押すと、ワイヤレスフラッシュに戻ります。 

く 3500 Xi の設をと解除> 

3500 Xi は、カメラから離した状態でもワイヤ 
レスフラッシュの設をができます。フラッシ 
ュを一度 OFF にし、発光 ON / OFF ボタンをワ 
イヤレスフラッシュランプが点なするまで巧し 
続けます。同じ操作を繰りあすと、ワイヤレ 
スフラッシュランプが消えてワイヤレスフラ 
ッシュが解除されます。 



<ィ也人のカメラでフラッシュが‘発光しないようにするには> 



撮影さなどで、おくにワイヤレスフラッシュ 
をしている人がいると、化人のカメラで自分 
のフラッシュが光ってしまうことがあります。 
このような場合、3500 Xi の電;也室の中にあ 
るチャンネルを切り替えてくださし、。チャン 
ネル変更した巧は、かず一度カメラに取り 
付けてカメラを構えるか、シャツターボタン 
を半押ししてくださし、（この操作でカメラに 
3500 Xi のチャンネルがを送されます)。 
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0<-5 Xi についての知識 




哪 


:のカメラの全自動を影では、提^をはカメラを巧えて、シャッターボタンを押すだ 
?、カメラはいろいろなことを自動的に行っています。ここでは、自 IM ヒされている 
j いろな麵を紹々します。, ;Ji ' 霞，。/韶ょい ； ‘‘.i 

i , ，: fn i''i ' 門，、 p" jV !' た V’ り 
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ゼロタイムオートシス了ム(構えるだけで撮影を倫が完了します）_ 

a -5 Xi は、カメラを構えるとピント合わせ、露出のミ夫定、ズーム*、フラッシュの準備などす 
ベての撮影準備がをいます。これをゼロタイムオートとげんでいます。 カメラは 、グリップセン 
サーとファインダーの下にあるアイセンサーでカメラを構えていることを検巧しています。 
•云脚に付けているときなどグリップから巧が離れているときは、ゼロタイムオートは働き 
ませんので、シャッターボタンをキ押ししてください。この場をは、自動ズーミングは行 
われません。 

•手袋をしているときはグリップセンサーにさわっていてもゼロタイムオートは働きません。 
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な- 5 Xi についての巧論 


才ー トスタン バイズーム（自動的にズームします) 


才ートフオーカス （自動的にピントが合います) 


AF ズーム Xi レンズ使用時は、カメラを構えると、被写体までの距難にをわせて自動的にブ 
-ムします。この機能を才ートスタンパイプームと呼んでいます。ブームする焦点、距雜は 
人物撮影に適した大きさになるように設定されています。この機能は、構えたとき一度ズ 
-ムするとそれに(上は斤われません。そのを、パワーズームで、巧みの大きさになるよう 
にズームすることができます。なお、パワーズームすると、ファインダーから目を離して 
から約20秒間は、再びカメラを構えても才ートスタンバイズームは働きません。 


く才ートスタンバイブーム機能を禁止するには ■.■ > 



レンブボタンを押しながらメイン 
スイッチを LOCK から ON にしま 
す。 

•同じ操作をするともとに戻ります。 

才ートスタンバイ ズーし 才ートスタン/くイス‘ーム 
禁止 あり 

I CFF 只5 I I £3。只 S I 

____ H _ 


ピントが合うとファインダーに ㈱ が点なします。被写体が止まっているときはシャッター 
ボタンを半押しすると表示が•に変わり、フォーカスロック撮影ができます (8 ぺージ参照)。 
被写体が動いているときは ㈱ のままで、被写体の動きに合わせてピント合わせを続けます。 
才ートフォーカス撮影でのピント合わせは、被写体のコント 
ラスト（明暗差）を利用しています。したがって、空や壁など 
横方向にコントラストのない被写体 ( A ) や太陽のように明る 
すぎる被写体、水面のようじきらきら輝いている被写体での 
ピント合わせはできません。このような場合、ファインダー 
内の■が点滅します。また、繰り返しパターンのま続する巧 
写が ( B ) やおりの中の動物などフォーカスフレームの中にお 
離の異なるものが混じっている場合は、正しいピントさわせ 
ができないことがあります。このような場合は、同じ画面内 
じある同じ距がの被写体でフォーカスロック （8 ぺージ参照） 

するか手動でピント合わせを斤ってください。 


く手動でピント合わせするには .■ ■ > 




A 

nr 

- _ 






H 

II 捕 I 


B 


1 1111111 





カメラのフォーカスモードスイツ 
チを押し下け'て、ボディ表示部に 
" iMiFOCUSr を表示させ、レンズの 
ズームリングを手前に引きなが 
ら回してピントを合わせます。 

•もう一度フォーカスモードスイッチを押し下げ 
ると、才ートフォーカスに戻ります。 

詳しくはレンズの使用説明書をご島くださし、。 
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, . . - •，一：ふ靖'お‘.•：常.；•皿- 

が -5 说に〇いての巧^™;'ぅ: 財 .:I ’ だム苗 ザ;‘'社 

AF 補助光（ピント合わせのためにフラッシュが光ります）_ 

暗いところでフラッシュ撮影をしていると、シャッターボタンを半巧ししたときじ、フラ 
ッシュがホることがあります。これは、ピント合わせを助けるための AF 補助光です。この 
巧助光が届く距おお囲は、1〜 5 m です(当社試験を件)。ま用フラッシュをかけているときは、 
ま用フラッシュの巧助光が発光します。 AFffi 助光は、 AF マクロズーム3 X - 1 X および焦 
点距難300のの]^^1の単焦点レンズでは光りません。 

<内蔵フラッシュによる AF 補助光を禁止したいときは..-〉 

rn 力ードホルダー内のプリ発光ボ 
ly . タンを押しながらメインスイッ 

m チを LOCK から ON にします。 

薄ザ 

V •同じ操作をするともとに戻ります。 

V 補民)光禁止 補お)光あり 

I SFF HL I I 0。化 J 

_ M _ I 

プログラムセットボタンの機有良 




このボタンを押すと、カメラの 
各機能はすべて全自動の巧態に 
なります。 

ピント合わせ . 才ートフォーカス 

撮影モード . プログラム AE モード 

フラッシュの発光 . 自動発ホ 

巻き上げモード'……1コマ撮影 
•ワイヤレスフラッシュはされます。プリ 
発光、 AFli 助ホの有無はを更されません。 
•露出補正、セルフタイマーの設定は解除さ 
れます。才ートスタンバイズームの有無はを 


更されません。 


手ぶれの警告 _ 

撮をモードが P または A モードでフラッシュ撮影を禁止しているとき、被写体が暗すぎてシャ 
ッター速度が遅くなり、カメラがぶれてしまう巧れがある場合には、ファインダー巧でみ 
が点ミぶします。 

このような場合は、=脚を用いるなどカメラがぶれないように気を付けてくださし、。 

露出の警告 _ 

巧写体が巧るすぎたり暗すぎて、カメラの測光できる館囲を越えていたり、制御できるシ 
ャッターを度や絞りの範囲を越えている場合に、 tTF のように表示してお知らせします。 
そのまま撮影すると、適正露出が得られませんので、点滅しないように設定ををえてくださし、。 


モード 

表示部 

原因 

対応方法 

P 

A 

S 

M 

表示が点滅 
(ファインダー内のみ） 

カメラの測光できる 
範囲を越えています。 

被写体が巧るすぎる場合は、 
ND フィルターを用いてくだ 
さい。 

暗すぎる場合は、フラッシュ 
撮影をしてください。 

-> < 


P 

シャッタ^度と絞 
り値の表示が点滅 

カメラの制御できる 
シャッター速度と絞り 
値の範囲を越えていま 
す。 

ミ？加たミだ； 

A 

PA 

S 

PS 

シャッター速度 （ Pa , 
A ) または絞り値 
( PS , S ) 表示が庶咸 

制御できるシャッター 
速度 ( Pa , a ) または絞 
り値 ( PS , S ) の範巧を 
越えています。 

絞り値 （ Pa ， A ) またはシャ 
ッター速度 （ Ps ， S ) を変更 
してください。 

〜 二い - trtr い U 

二 CUUU こ 1 

?日加ミが 
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モードボタンを押して、写し込 
みたい表示を選びます。 


「年-月•日」モ-ド r 日•時-み」モ-ド「写しをみなし」 

「 3?" 广; kri け ?"^ I -----] 

L 「 日•月 I 年」モ-ド「月•日•年」トド I 

I 4’ 到 ◄H 4"(’ 卸 ^ 


齒 

•亭し込み位置に巧るいを性や白い掛があると、写し込み文宇が読みにく くなることが 
あります。 


写し込み用電池の交換 

写し込んだで字が薄かったり、データ表示パネル全体が点滅している場合は、電池を交換 
してくださし、。 CR 2025 1個を使用します。 

電池室のふたを ► の方向に押し、 
手前に引いて開けます。 

電池の+1 削を上にして、電池室に 
入れます。ふたは、まず、右側を 
差し込んでから、左側を押して閑 
めます。 



日が、時間の修正 



モードボタンを巧して、修正した 
い表示を選びます。 


セレクトボタンを押して、修正 
したい数字を点滅させ、アジャ 
ストボタンを押して、正しい数 
値にします。 

•セレクトボタンを巧すたびに、年一月一日 
または、日一時一分一*■:が点滅します。 

• 表示部の"一"が消えて、設定中であること 
をお知らせします。 

•時間を時報に合わせる場合は、"："を選ん 
で、時報じをわせてアジャストボタンを押 
して〈ださし、 0 

2の操作を繰り返し、点滅が終わ 
り、 "一" が点なするまで、セレク 
トボタンを押します。 






















アクセサリーについて 

a -5 汾では、なシステムのいろいろなアクセサリーを巧って騰をましむことができます。 


レンズ 


すべてのり<レンズが使用できます。それ凶かのレンズ ( MD レンズや MC レンズなど）はご使 
用じなれません。 

• AF マクロブーム 3 X -1 X を使用する場合、 1 X のな置で取りかけ、取りかしはできません。 1 X 
で撮影する場合は、別のズーム位置で取りがけ、取りかししてください。 

フラッシュ__ 

内巧フラッシュでは撮影できないような領域でも、より大ホ量の専用フラッシュを用いれ 
ば、フラッシュ撮影することができます。すべての Xi 、 i シリーズのフラッシュがそのまま 
ご使用になれます。 

• AF シリーブのフラッシュをおイまいになる場合は、別売のフラッシュシューアダプター FS - 1100 
を巧ってカメラに取りがけてください。この場合' AF 補助光は発光しません。また、 P モードで 
もフラッシュの電源が ON のときは、也'ず発光します。 

• AF シリーズに(巧のフラッシュ（ X シリーズなど）は使用できません。 


*1 被写体のブレは検出していないので、ま窓から撮影しても、シャッター速度は早くなりません。 
*2 • 1コマ/連続拒影ともシャッターボタンをキ押しすると APZ はロックされます。 

• パワーズームするとファインダーから目を稚してシャツターま度と巧り値の表示が消えるま 
で、 APZ は働きません。 

• 設定した APZ のプログラム番号は約4秒間表示されます。 

*3 M モードでおり値ずらしじよるフエードイン/アウト撮影をすることはできません。また多重 
話光お影の途中で電巧を交換すると、多重雷光はキャンセルされフイルムは卷き上げられます。 
*4 M モードで巧り値ずらしによるブラケット撮影はできません。 

*5 々回のブラケット枚なと露出補正まは、シャッターボタンから指を難し、さらにカメラを揖 
えるのをやめたときに表示されます。 

<力ードの入れ方> 

力ー ド ホルダーを 開け、信号接点 
を手前にして力ードを入れます。 

■力ードを入れたままでも、力ードキーを押し 
ての因を消すと力ード機能は働きません。 
もう一度押すと力ード機能に戻ります。 
•力ードの設をには、力ードアジャストボタ 
ンとシャッター速度設定レバーを巧し、ます。 




インテリジェントカード 


( X -5 Xi では、すべてのフォトテクニックカード(青色の力ード）と一部のスペックアップ 
力ード(ホ色の力ード）が巧えます。簡単にプロのノウハウによる撮影や新しし、機能を 
楽しむことができます。 


く使用できるカード> 


フォトテクニックカード 

スペックアップカード 

旅力ード*1 子供力ード*2 

スポーツカード ポートレートカード 

クローズアップカード 記念撮影力ード 

多重露光カード*3 
才ートブラケットカード*4 
フラッシュブラケットカード*5 


く力ー ドの取り出し方> 



力ード イジ エク トレバーを押し 
上げて力ードを取り出します。 
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内蔵フラッシュ撮景ミのを思 


* 焦点距離 28 mm 未満の広ちレンズで内歲フラッシュ撮影をすると、写真の罔迅が暗くなる 
ことがあります。 

* 内蔵フラッシュで撮影する場合には、フラッシュ光がレンブでさえぎられて写真の下部に 
影ができることがあります。じ(下のことに気を付けて撮影してください。 

• 1 m た/上おれて撮影して〈ださし、。 

• レンズフードは取りかしてくださし、。 

■下記のレンズ使用時は、フラッシュ光がレンズでさえぎられるため、内巧フラッシュによ 
る撮影はできません。 

ハイスピードアポテレ 300 mm F 2.8 
AF アポテレ 300 mm F 2.8 
n イスピードアポテレ 600 mm F 2.8 
AF アポテレ 600 mm F 2.8 

■下記のレンズで内蔵フラッシュ撮影をするときは、撮影距難じよっては、フラッシュ光が 
レンズでさえぎられることがありますので、フラッシュ撮影には、ま用フラッシュの使用 
をおすすめします。詳しくはサービスステーシヨンにお問い合わせください。 

AF ズーム 28— 85 F 3.5-4.5 
AF ズーム 28— 135 F 4-4.5 


電池についてのミち意 


•電池は义の中に入れたり、シヨート、み解、充電は絶対しないでください。 
破裂、発义のをれがあります。 

■コイン型電池は幼児の手の届かないところへ置いてください。 

万一、飲み込んだ場をは直ちに医師じご相談< ださし、。 

•撮影可能本巧 (45 ぺージ参脱はカメラの使い方、使用温度によってをわります。表記の値 
よりかなくなることもありますので、おか旅行や寒いところでカメラをご使用じなる場を 
は、予備の電池を用意されることをおすすめします。 

• リチウム電あは低温下の特性にも佳れていますが、0でた TF ではやや電地特性が低下しま 
す。ぎいところでご使用じなるときは、カメラや予備の電池を巧温しながら撮影して 
ください。なお、ほ温のため性能が低下した電;也でも常温に房せば回復します。 

使用温度しついて 


•このカメラの使用温度範囲は一20~50でです。ただし、日付や時間を写し込む場合、〇で 
CTF ではきれいじ写し a めないことがあります。 

•カメラの表示は巧晶を用いているため、低温下では反応がやや遅くなったり、60でぐら 
いの高温下で黒くなってしまうことがあります。このような場合も常温に戻せば、正しく 
機能します。 

■カメラに急激な温度を化を与えると、内部に水'為を生じる危険せがあります。スキー場の 
ような寒い屋かから暖かい室内に持ち込む場合は、屋かでカメラをビニール袋に乂れ、袋 
の空気を出して密閉します。そのまま、室内の温度になじませてからカメラを取り出して 
ください。 
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取り巧い上のまま 


その化のミ主：意 _ 

•カメラは精密機械ですので、取り扱いにはま意してください。とくに、シャッターま、ミ 
ラー、レンズの信号接点などに傷がつかないようじ気を付けてください。 

•このカメラは防水構造ではありません。万一、水にめれたときはをいたホで水をふきとり、 
すみやかに当社 サー ビスセンターまたは サー ビスステーシヨンにお持ちください。 

• 空港の手荷物検査ををけるとき、カメラの中にフイルムが入っていると X 線で感光してし 
まうことがあります。検査官にフイルムが入ったカメラであることを告げて、 X 線の照が 
を避けてください。 

•カメラに異常が生じているとき、ボディ表示部に" HELP " と表示されたり、まったくカメ 
ラが動かなくなってしまうことがあります。このような場合は、電池を一度取り出し、 
入れ直してください。それでも直らない場合、また何度も繰り返して"りむ户"が出る場 
合はお近〈の当社サービスセンターまたはサービスステ-シヨンにお問い合わせくださし、。 

• このカメラの機能を'ま用していただくためじは、当せお自のノウハウじよりボディ特性に 
適合するように設計製造管理されているレンズおよびアクセサリ-の使用をおすすめし 
ます。当巧製品に(かのイ寸属おをお使いになる場合、いかなる事まがをじるかは予想いた 
しかねます。 

•万一、このカメラを巧用中に、撮影できなかったり、不具合が生じた場合の補償について 
はご容がください。 


手入れの仕 方 _ 

■カメラボディの表面は、柔らかいきれいなホでふくか、ホ販のブロアブラシでほこりをか 
き戒ばしてくださし、。特にをので巧った巧は、真水を少量浸した巧で塩々をふきとり、を 
いた巧でよくふいて乾かしてください。 

■レンズやフイルム室内を清掃するときは、ブロアでほこりを除き、柔らかいきれいなホで 
程くふきとってください。その際、シャッターまや接点に傷をつけないように気を付けて 
ください。エアボンべタイプのブロワのご使用はおすすめできません。巧れがひどい場合 
は、当社サービスセンター、サービスステーシヨンにお持ちください。 

• シンナー、ベンジンなどの有機-を剤を含むクリーナーは絶対に使わないでください。 

保管の仕方 


■カメラケースをかし、風るしの良いところに置いてください。湿気の多い時期には、ポリ 
エチレン袋などじ乾燥剤と一緒に入れるとより安全です。 

• 長期間使用しなし、場合は、電;也を抜いてください。 

■長期間使用しないと、カビや故障の原因になってしまうことがありますので、ときどきシ 
ャッタ_をきるようにしてくださし、。また、ご使用前には、整備点検されることをおすす 
めします。 

• 防虫剤の乂ったタンスなどには乂れないでくださし、。 

•直が日光下の車の中など、極度の高温下にカメラを放置しないでくださし、。 


アフターサー ビスについて_ 

•本製品の補修用せ能部品は、生産が了を7年間を目安に保有しています。 

•アフターサービスについては、添巧の「アフターサービスのご案内」に詳しく記載してい 
ますのでご質ください。 
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，アクセサリ—シユ—キャップは、アイピース 
キヤップに取り付けることができます。 


〇グリップセンサー (26) 

0 シャッター速度設定レバー (11 ,12,13, 
14,18,25) 

©シャッ ターボタン (7, 8, 9,10,26, 28, 29) 
〇ボディ表示部 (3, 5,6,9,10,11,12,13,14, 
15,17,18,19,20,23,25,2 ス 28,29| 30, 34) 
@ 内蔵フラッシュ (9, 18,19,20,22,24,29, 
35) 

©メインスイッチ (3,4, 5,7, 9, 25,27, 29) 


©プログラムセットボタン (7, 29) 
©ストラップ取り付け部 (39) 
©フラッシュボタン (18,19, 24, 25) 
⑩絞り値設をレバー (12,13,14, 17) 
の レンズ交換ボタン (4) 

⑩フオーカスモー ドスイ ツチ (28) 
⑩ミラー* 

© AF レンズ信号接点* 


/くルブ撮影など、ファインダーから目を難して撮影するときに使し、ます。 

アイピースカップを取り外し、ネッ 
クストラップに付いているアイピー 
スキャップを上から差し込みます。 


スキヤップの取り付け方 


図のように取リイ寸けます。 

• 反が側も同様に取り付けます。 


トラップの取り付け方 


<ボディ> 
























⑩ 


もも 


⑩ フイルム確認窓（フイルムが入っているか 
どうかを確認できます） (5) 

⑩才ートロックアクセサリーシユー(39) 
⑩力ードキー(34) 

⑩スポットボタン(16,21, 24) 

⑩ ファンクションボタン (11,17) 

⑩ 力ードホルダー (9,15, 20, 23, 29, 34) 

ゆ 力ードイジェクトレパー (34) 


©セルフタイマー/ 

卷き上げモードボタン (9) 

饭プリ発光ボタン (20, 23, 29) 

⑩力ードアジャストボタン (34) 

盛リモートレリーズターミナル (15) 
⑩アジャストボタン (32) 

@セレクトボタン (32) 

⑩モードボタン (31,32) 
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©アイピースカツスファインダーの上から差し込んで取り付けます) (39) 
⑩アイセンサー *(26) 

⑩シャ 'ソ ター 幕* 

⑩ 電池室 (3) 

⑩ ねじ穴に脚を取りかけます） 

⑩ 途中卷き戻しボタン (6) 

⑩裏 ぶた開放レバー (5, 6) 

⑩ DX 接点*(フイルムの DX コードを読み取ります） 
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で撮影モードり1,12,13,14, 15) 

》フラッシュモード表示 (AUTO は P モード 
の時のみ） （18, 19,20,23, 25) 

プリ発光ぁり 
% プリ発光なし 

苗ワイヤレスフラッシュ(交互点巧） 

③シャッターま度 (12, 13,14,15, 21,30) 

度露出巧正表示 (17) 

度絞り値/露出補正値り2,13,14,17,3 0) 
® セツトマーク (12, 13,14,15) 

支電ミ也容量表示 (3) 


® フイルムカウンター(5, 6) 

® フイルムマーク （5) 

⑩パト□-ネマーク (5,6) 

⑩セルフタイマーマーク (9) 

⑩1コマ/連続撮影表示 (9) 

□ 1コマ撮影 
鸟連続撮影 

⑩マニュアルフォーカスマーク (28) 
⑩力ードマーク (34) 


〇フオーカスフレーム (7, 8, 28) 
©パノラマフレーム(別売のパノラマアダ 
プターを使ってバノラマ撮影するときに 
f きいます） 

© スポット測光フレーム （16) 

〇フラッシュ撮影マーク （18, 19,21) 

@フラッシュ充電完了(点灯)/調光確認 
(点戌)表示 (18,19,24) 

プリ発光あり 
> プリ発光なし 
ホワイヤレスフラッシュ(交互,ち滅） 


0手ぶれ咨告表示 (30) 

〇フォーカス表示 (8, 28) 

包シャツター速度表示 (12, 13,14,15,21, 
30) 

©露出客告表示り 4 , 30) 

⑩露出巧正表示(14, 17) 

⑩絞り値/露出補正値表示(12,13,14,17, 
30) 

⑩スポット測光/スローシンクロマーク 
(16,21) 
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主な性能 


MEMO 



* AF 検出範囲 
■測光範囲 
♦シャツター速度 

•内蔵フラッシュ 


EV - 1〜 18(60100) 

EVO 〜 20(1501 00)(スポット測ホ時は EV 3 〜 20) 

1/2000〜30秒、バルブ谢品電池使用で約6時間） 

フラッシュ同調最高を度：1/90秒（ワイヤレスフラッシュ時は1/45巧) 
ガイドナンバ ー : 14(28 mm ) 〜 17(80 mm ) 

充電時間：約 2.5 秒 


•ファインダーネ見お率縦 92% X 横94% 

■ファインダー倍率 0.82 倍 (50 mm 標準レンズ- 〇〇位置） 

•ファインダーネを度 -1 ディオプトリー 

•フイルム感度設定旧0 25-5000 自動設を 1 /3 ステップ ( DX コードのないフイルムは 


旧010 0) 

* 撮影可能本数 内なフラッシュを使用しないとき ：約55本 

内蔵フラッシュを使用するとき(イ吏用を50%):約20本 
(常温20で、24か撮りフイルム、新品電池使用） 
•大きさ•重さ 152.5(幅) X 99( 高さ） X 68.5( 奥行き ) mm 

540 a (電ミ也別-クオーツデート用電池をむ） 


本書に記載の tt 能は当れ試験を件によります。 

本書に記載の性能わよびか抵は都合により予告なくをちすることがあります。 
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